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１． 目的 

 本研究の目的は、小学校若手教師の体育授業に対

する意識とその形成要因を、養成段階においてどの

ような学びをしていたのか、特に養成段階で体育科

を専門的に学んできた履歴をもつ教師とそうではな

い教師を比較検討しながら明らかにすることである。 

 

２． 研究方法 

１）対象者：教職１年目から教職３年目までの小学

校若手教師 

２）調査方法：まず、質問紙調査を通して体育授 

業に対する意識について整理し、次に、意識を

形成する要因やきっかけを明らかにするため

にインタビュー調査を行った。 

３）分析方法：質問紙調査では因子分析と記述分析、

インタビュー調査では質問紙調査で明らかと

なった意識、養成段階での体育科の学び、意識

の形成要因に関連する語りに着目して分析を

行った。 

 

３． 結果と考察 

１）質問紙調査の結果と考察 

小学校若手教師は体育授業に対して「専門的知識」

「教師行動」「教科の探究」「充実実感」「子どもへの

関心」の５つの意識をもっていることが明らかとな

った。「専門的知識」「教科の探究」「充実実感」では

体育科を専門的に学んだ履歴をもつ教師の意識が有

意に高いことが明らかとなった。これらをはじめと

した結果から、養成段階で体育科を専門的に学ぶこ

とが意識に影響を影響を与えていると考えられた。 

２）インタビュー調査の結果と考察 

小学校若手教師に共通している意識として、５つ

の意識は互いに影響し合っており、積極的な意識や

意識の変化があった。その背景には子どもをはじめ

とした他者の存在があった（図１）。さらに、養成段

階で体育科を専門的に学んだ教師の意識の背景には、

体育科を専門的に学んだという自負を基盤とした軸

が存在していた。それは、体育授業に対する様々な

意識に大きな影響を与えていると考えられる（図２）。 

図１ 若手教師の体育授業に対する意識の構造 

 

図２ 体育科を専門的に学んだ履歴をもつ教師の意

識の構造 

 

４．結論 

 小学校若手教師は体育授業に対して５つの意識を

もっており、それらは影響し合っていること、そし

て意識の背景には他者の存在があることが明らかに

なった。体育科を専門的に学んだ履歴をもつ教師に

は自負を基盤とした軸が存在しており、養成段階で

の体育科の学びも意識に大きな影響を与えているこ

とが示唆された。これらのことは養成段階で体育科

を専門的に学ぶことの意味として捉えることができ

ると考えられる。 
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